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RESUME 

Bei den erwachsenen Meer日chweinchenmit einem Ki::irpergewicht von ca. 300 g 

haben wir TB-Koktigen nach Prof. Dr. R. ToRIKATA sicher in den Magen durch 
Laparotomie instilliert und die nach einer bestimmten Zeit in Magen, Duodenum, 

Jejunum, Ileum, Caecum, Rectum, Lungen, Leber, Milz, Nieren und Serum ausgeli::iste 
provisorische und mobilisierte gegen Tuberkelbazillen gerichtete Volumininmenge 

geロ1essen.
Die Ergebnisse sind als folgendes : 

1. Durch perorale Einverleibung des Immunogens (TB-Koktigens), liessen sich 

Duodenum, .Jejunum und Ileum aktiv immunisieren, aber Caecum, Rectum und 

sonstige Organe kaum aktiv immunisieren. 

2. Beim Rectum wurde die aktive Immunitat nur durch peranale Einverleibung 

des Immunogens erworben. 

緒 言 実験に関して

さきに教室の今泉，赤土，中川，岡本諸博士等はp 1. 実験材料

免疫元を経口的に投与することによって，腸管自体に 1) 結核菌浮遊液

後天的自動免疫の成立することを立証したが，このた 宇野充博士によって分離培養された湿性人型結核菌

ぴ自分は市販結核菌煮沸免疫元を以て経口免疫操作を 株の分譲をうけ，このものから培養した菌を使用し

行いp 果して腸管自体にこれ等先人の云うが如き自働 た．この菌株は中性プドウ糖加グリセリン寒天斜面培

免疫が成立するかどうかを更めて吟味しp 特にか、る 養基（普通寒天斜面培養基に 0.5%の割合にブドウ糖，

際の肺臓の態度を検討した．そしてまた経静脈免疫の 3 °oの割合にグリセリンを混和したもの）に37°Cで28

結果と経口免疫の結果とを対照したのである． 日間培脅してから菌浮遊液を作るのであるが，かく28

免疫成立の程度は対結核菌増容素の増強度によって 日間培養したものを無菌操作のもとに 100℃の重湯煎

判定した． 中で30分間加熱した後，鴻紙で鴻過しその菌体を集め
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それに滅菌0.85%食塩水を加えて携狩しp 更にこれを

3000廻転30分間遠心して上、澄液を棄て，再び滅菌0.85

%食塩水を加えて撹j>'j＇，菌体を浮遊せしめて再び遠心

し，同様にして前後4固に亘り菌休をよく洗糠した

後p 蘭休をメノー乳鉢に入れてよく研磨し可及的菌体

の集塊をなからしめてP 後少量の滅菌0.85%食塩水を

加え脱脂綿の薄層を2回透過せしめP 0.5 %の割合に

石炭酸を添加して貯蔵しp 用に臨んで結核菌浮遊液と

して使用した．

この菌浮遊液1.0cc中の菌量は烏潟名誉教授沈澱計

で7度目（ 1度目は約0.0007c.c）で2ヵ月毎に更新し

て実験に供した．

この菌浮遊液は増容反応検査用のものである．

(2）免疫元

鳥潟免疫研究所製市販結核蘭煮沸免疫元（コクチゲ

ン）

(3）実験用動物

体重300gr内外の健常雄モルモツト ．

(4) 可検向清

実験毎に早朝空腹時の試獣頚静脈から約3.0ccを採

血しp 遠心分臨することによって血清を得て即日使用

した．

{5) 各臓器乃至組織圧出液

実験に供したものは次の12｛重である．

左・右肺，肝臓，牌臓p 友 ・右腎臓，十二脂腸，盲

肌直腸

以上に関する圧出液を作成する為には，まずこれ等

臓器乃至組織の可及的脱血を行わなければならない．

A. 脱血法

a. 肺臓

試験獣を背位に固定し，正中切開で生存のままで心

臓と共に全別出して直ちに o.s0.；石炭酸加0.5%食塩水

で肺血管を瀦流し充分に脱.rfn.するのであるが， 試獣の

屠殺後にこれを行えば食塩水で池流脱血を計つでも充

分に脱血しえないことが多い．また肺の刻出特に肋骨

切除は速に行って，肺門部以外の部をピンセットの如

きもので摘むことは避けなければならぬ．肺に必ず溢

血を来して，充分な脱血を望みえなくなるからであ

る．かくて脱血した肺は数枚重ねたガーゼの間にはさ

んで手掌でmさない程度に圧して， 2～ 3回ガーゼを

とり換えて水分を可及的充分に除去．次でこれを再び

新しいガーセ．の重ねの上に展置しP 表面の肺肋膜を薄

く肺組織をつけて細心に充分鉄除した後，辺縁の鈍な

る箆例えば外科用直明万の縁で肺の辺縁部から始めて

細かく順序よく縦横に圧し出しp か》る操作を充分に

行った後でp ピンセットで肺門部の大きな気管支断端

を把持しながら，箆の辺縁で肺の末梢部から抜くよう

にp すこしづっ肺組織を掃き落して行く．か くして肺

門近くまで掃き落し，箆を軽く当てたま、ピンセット

を肺門の方向に静かにひき抜く と，気管支，小気管支

及びl血管は一連の房状塊にして担当細部までも抜きと

ることができる．而もこの際ガーゼ面に援している肺

肋膜ft，乾いたカーゼに密着して残り，こ〉に実際上

殆んど純枠な肺実質組織を採取することができるので

ある．

b. 肝臓

同様にして試獣から得た肝を門脈を通して瀧流脱血

した．

c. 牌臓

牌は牌門部血管を通して潮流税血した．

d. 腎臓

腎は腎門部血管を通してii'！＇.流脱血した．

e. 胃， f.十二指腸，g.空腸， h.廻腸， i盲腸， j.直腸

これ等1「i化'1l1・系統の脱1(:1.；士その縦軸に沿うて切闘

い 0.5%1i炭酸加0.85°;:FtJ;¥;;7｝くで附着物を充分に洗糠

した後で， 両手掌の問に｝・J・ろ，圧し潰さない程度に 5

～6回磨擦して脱血壱計ったのである．

B. 圧出；涜の製；去

以上のようにして脱血した各臓器ないし組織の一定

量をw量採取して， 久々滅菌手i舛中で少量の滅菌海砂

と共に充分研磨．この際容易に泥状となりにくいも

の，例えば消化管は予めまず努万を以て出来るだけ細

片となしてから研磨した．胃は幽門に近い部分 3cm 

の部を， 十二指腸は同球部から Treitz靭帯までの関

乱空腸は Treitz靭帯から約10cmの部全長を，廻

腸は廻盲弁から 口側約 15cmの向：全長：をp 盲腸は廻盲

弁からE工門側約5cmの部全長を，直腸は度腸紅門線か

ら口側5cmの部から15cmに亘った全長をそれぞれ切

除してそれを縦軸に沿うて切開して 2分してその一方

を使用したのである．

可検臓器ないし組織が、応伏となった時に，以前に秤

量して知りおいた（多くは 0.6gづっ〕重量 l.Ogに

対して 5.0ccの割合で0.85"o減両氏l盆水を加え，充分

撹枠して乳限状の液体とし，この各種乳剤及び血清を

すべて重盗煎中で 56°C,30分間加熱して非働性とした

後， 3000廻転30分間強力遠心して略々透明な上澄液を
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0.5%石炭酸加0.85%食塩水をそれぞれ0.2及び 0~4 cc加

え，残余13組には各浸出液を同様に0.2及び 0.4ccづっ

入れてよく混和した後，各沈澱計を37°Cの瞬卵務中に

90分間静置した．そして再び充分に撹枠して3000~転

30分間遠心して菌溢量を読んだ．

この際食塩水加菌液の菌．溢量を基準（JOO）となし

て，増容百分事を求めた．

実験結果は第 1表及び第 1図に示されたようであ

る．

第25巻目本外科宝函

nた．多量の粘液を有する消化管の圧出液も， 56°C30 

分間の加熱によって乳白色透明の上澄液を得た．

(6）実験方法

経口免疫方法はp 免疫元の全量が確実に胃に到達す

ることが必要であるためにp 経胃的に授与したが，そ

のやり方は後述する．

また抗結核菌増容反応を検査してP 免疫体の増強の

有無を調べたのであるが，その方法も後述する．
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健常毛ルモツトの保有する

抗結核菌増容素の検査

実験第 I
第 1図健常モルモツトの血清及び各臓器ない

しi組織の保有する対結核菌増容率（第 1表参照）
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予め度盛を訂正しておいたl組2本からなる烏潟名誉

教授沈澱計を14組配列しp まず各沈澱計に前述の結核

菌浮遊液をー憶に 1.0ccづっとり 1次に最初の組には

方験実

健常モルモツ トの血清及び各臓器ないし組織の保有する対紡岐菌地容率

｜牌 l右腎 ｜左腎 ｜ 宵 ｜高 品 ｜空腸｜姻腸 ｜盲腸｜日

間 .s:116.91印 .sl131.4 I 100.9 i 101.s I 104.2 I 10i.a 1 10i.21 100.2 

126.71 117.8 I 133.31 131.4 I 101.1 ! 102.9 I 10s.1 I 101.9 I 101.3 I 101.0 

129.JI 119.9 I 133.81 133.8 I 101.6 I 103.1 I 1os.2 I 102.3 I 102.9 I 101.2 

121.21 118.2 I 133.?I 133.2 I 101.2 I 102.6 I 105.5 I 102.0 I 101.8 I 100.8 

肝

第 1表

試獣怒号戸司王町五肺｜

99.7 I 102.1 I 102.3 

100.0 I 103.3 I 10吃3

100.1 I 103.3 I 10吃.8

100.0 I 102.9 I 102.5 

2

3

4

均

2

2

2

平

肝〉牌〉空腸〉肺〉十二指腸〉廻腸〉盲腸〉胃〉直腸

〉血清

使用免疫元の好適用量決定

我々の目的を達するに当って，最も適当であると思

われる免疫元用震を決定しなければならないので，ま

ずその点を吟味した．

実験第日

対書fJ綾繭t前零ヰ遣は

」血清 100.0 肝臓 127.2 牌臓 118.2 内肺 10'.2.9

左肺 102.5 1守腎臓 133.2 左腎臓 133.2 腎 101.2

十二指腸 102.6 空I！［，~ 105.5 廻腸 102.0 盲腸

101.8 南腸 100.8となった．

法

既述の理由によって経胃的に結核菌煮沸免疫元を試

獣の間内に直接注入した．まず試獣を背位に固定して

胃部腹壁の剃毛を行い清拭消＂，／jしたのちp 約2cmの正

中切開で宵にi：住しF その噴門部の前西部から胃底部に

向って，そのたびに火焔を通して消ilJした可及的細い

方験実

括

1. 以上から， 300gr内外の健常モルモツトの血清

を除いて各臓器ないし組織にはp 先天的に抗結桟繭t曽

容索（抗結核菌抵抗力）が保有されているものと考え

てよい．

2. 而もかかる抵抗力は左・右肺及び左・ 右腎に於

ては：（＇＼.々同等であるが，各臓器ないし組織聞には差違

があってp その順位を示すと次のようになった．腎〉

概見所
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注射針を挿入のうえ免疫元を注入するのであるがp こ

の際胃は常に空虚でなければならないのでP 実験は早

朝に而も授食前に行うのである．

試獣3頭を以て 1群とするんB,C及びDの4群を

作ってp 各群各頭の胃内に上記の要領で結核菌煮沸免

疫元をそれぞれ注入したが， A群にはその1.0cc,B群

には2.0cc,C群には 3.0cc,D群には4.0ccを注入しp

注入48時間後に試獣を失血苑にいたらしめp 実験第 I

に於ての方法に準じて各群からそれぞれ血清及ぴ各臓

器の浸出液を作成した．

而して此等血清及び各臓器浸出液を使用してy やは

り実験第Iに於けると全く同柊の方法で対結核菌f陣容

反応を検査し，それより得たJ"Y＇持率から実験第 Iに於

ける健常試獣のそれを号｜いたものを以てp 免疫操作を

加えたことによってF どの程度に増容率が地加された

か即ち増強度を知った．

実験成績

第 2表ないし第5表及び第2図に示された如くであ

る．

第2表結核菌煮沸免疫元を以てせる消化管内最大増容素増強に要する免疫元量の決定（1.0cc使用）

＼ 還問～I一血一清「｜一一一｜ I 右肺（左肺｜
試獣番号 牌一｜左腎｜胃 ［ ~i ＼胡｜廻腸｜盲腸｜直腸

i 100.6 

I :: ~j I ill ~·~ ~~ll 
26 103.2 103.2 127.5 117.9 134.7 134.7 101.9 I 103.2 106.5 103.2 103.2 101.3 

27 100.4 102.3 101.7 126.0 118.4 133.1 134.3 102.3 I 102.9 107.41 102.9 102.3 101.7 

28 100.8 I 103.5 102.9 133.8 134.5 102.2 103.5 106.8 103.5 102.2 101.5 

平均 100.6 103.0 102.6 12:7.5 118.3 133.s I 133.s 102.1 103.2 106.9 102.1 102.5 1or.5 

第 3表 同 上 (2.0cc 使用）

｜血清｜右肺｜左肺｜ 肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜高長｜空腸｜廻腸｜盲腸｜直腸
29 100.6 102.8 102.1 凶 .3I 1173 I 133.8 133.s I 102 .. 1 

30 100.9 106.5 106.5 129.2 119.5 134.9 134.9 l〔〕3.4 105.0 113.1 106.5 105.0 103.4 

31 100.s 101.5 101.5 128.4 119.0 134.2 134.2 101.5 103.8 103.8 101.5 

平均 100.7 103.6 103.3 127.9 118.6 134.2 134.2 102.3 103.8 109.5 104.9 103.6 102.3 

第 4表 同 上 (3.0cc f史用）

何百「向日前｜ 肝｜ 牌｜右腎｜左腎l胃｜主語｜空腸｜廻腸｜盲腸｜直腸
32 100.9 104.2 103.6 127.9 106.5 102.8 100.9 

33 100.6 102.5 102.5 127.9 116.81附剛山 104.5 108.3 107.0 101.9 101.9 

34 101.3 10-1.7 104.0 128.9 119.o I 124.6 134.6 101.3 103.3 113.8 106.2 101.3' 101.3 

平均 100.9 103.1 103.1 128.2 118..1 133.7 133.7 102.0 104.7 ' 110.8 106.5 102.0 101.9 

第5表 同上 (4.0cc使用）

戸副云両日五「ffl－~－ 戸I：日：五：.：戸：：盃'.: 1--i"TJliirl空1号｜廻腸l盲腸｜直腸
35 100.9 103.7 102.9 129.4 118.2 102.2 102.9 109.2 103.7 102.9 102.9 

36 101.5 104.2 104.2 128.8 119.3 102.8 104.2 109.7 105.6 103.5 102.8 

37 101.0 103.2 101.8 127.5 119.5 101.8 103.2 109.8 106.9 I 103.2 101.8 

平均 101.1 103.7 102.9 128.5 1削 l 102.2 103.4. 109.5 105.4 I 103.21 102.5 
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白木外科宝函第25巻第6号

第2図結核菌煮沸免疫元を以てせる空腸内

最大i蛍容素増強に要する免疫元量の

決定（第2表～第5表参照）
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所見 概括

1. 免疫元用量を 1.0,2.0, 3.0及び4.0ccと4段に変

化させた場合，各用量のいづれに恰ても免疫元を使用

したことによってP その48時間後には血清及び各臓穏

ないし組織の免疫体量は婚強された．

2. 而も空腸に於ける増強度を目標にすると，免疫

元用量3.0ccの際が最大の増強度を示した．

即ち用量 1.0ccの際は106.9-105.5=1.4，用量2.0cc

の際は 109.5-105.5=1.0，同じく 3.0cc の~＇：YI t 110.8-

105.5 = 5.3, 4.0ccの際は109.5-105.5=4.0で用量2.0cc

の際と同一であった．

増強＊からすれば 105.5: 110.s = 100 : 105で5%の

増強率である．

実験第四 好適免疫元周司置を経口的に

授与した場合の消化管，肺．腎及び

血清中に増強される増容素豊の推移

前実験結果からp 市販結核菌煮沸免疫元の 3.0ccを

経口的に授与することが我々の目的を遂行するに当つ

ては好適量であることが判明したので，か》る好適用

量を以て免疫操作を行った場合に，血清，各臓器ない

し組織にJ曽強される免疫体量は，時日の経過と共にい

かように推移するものであるかを検討した．

実験方法

試獣3頭を以て 1群とする A,B, C, D, E, F, G, H, 

I,J,K,L及ぴMの13群を作り，各群各頭の胃内に既

述の要領で結核菌煮沸免疫元を；＇. J:入しpA群は12時間p

B群は24時間， C群は 2日， D群は 3日， E群は 5日，

F群は 7日p G群は10日， H群t:l:14日p I群は21日p

J群は28日， K！洋は35日， Lit下it,19日， M群は63日後

に］~（！£の ｝j辺、によって各血清y 臓源ないし組織浸出液

を作りこれ等を以て対結綴菌増’奔反応を検査Lた．こ

の実験は暫定免疫休のJ門強を検討しているのである．

実験成績

常 6表ないし第19表及び第3関a及び同bに示され

た如くである．

第6表結核菌煮沸免疫元 3.0ccを胃l勾にii：人したる際の各種臓部及血清の示す対結核繭増谷率

の時間的推移（12時間後）

調 1血清｜右肺：－；；1-;-1τ（右腎｜左腎｜胃｜師四廻腸｜盲腸｜直腸
試獣孫号＂＇－＇. I I I I I I I 

41 ! 1 o3.o I 103.o I 102.3 I 130.0 I 116.1 i 135.7 I 135.7 I 1oi.5 I 10s.o I 112.41 109.51 101.s, 100.s 

42 ' 99.7 I 103.2 I 103.2 I 126.7 I 111.s I 133.8 i 133.8 I 100.1 I 103.2 I 112.41 106.81 102.sl 100.1 

43 I 99.9 I 102.6 I 102.6 I 125.3 I 119.1 I凶 5I 121.s I肌 9I 102.6 I 106.71 101.91 101引肌9

平均 100.8I !.02.9 I 102.7 I 127.3 I 117.5 I 132.3 I 132.3 I 101.3 I 104.4 I 110.51 106.0I 101.9f 101.1 

第7表 同 上 （24時間後）

両；由示日f王子~I右腎｜左腎｜ 胃 I~ Hi I空開｜廻腸｜音腸｜直腸

44 I 99.3 I 103.4 I 103.4 I 125.9 I i日 I130.6 I 131.3 i 101.3 I 1011 110.9 I 106.8 I 101.31 100.s 

45 I 103.0 I 103.0 I 102.4 I 128.8 I 118.9 I 132.1 I 131.5 I 101.8 I 106.7 I 110.3 I 106.3 I 101.81 101.8 

平均＼ 101 :2 I 103.3 I 102.9 I山 118.7I 131 ：~ I 1~~ ：！ I 101.5 I 10！：~ i 1配 106:4I間出
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第 8表 同 上 (48時間後）

l血清｜右肺l左肺｜ 肝｜ 牌｜右腎l左腎｜ 胃｜高品｜空阪｜廻腸｜盲腸｜宜腸
47 I 100.9 I 103.6 I 102.8 I 121.1 I 119.6 I 133.7 I 133.7 I 102.8 I 1c6.5 I 110.3 I 106 .. 5 I 102.81 10-0.9 

48 i 100.6 I 102.5 I 102.5 I 126.什 116.8I 133.o I 133.o I 101.9 I 104.5 I 108.3 I 101.0 I 101.91 101.9 

平均 I 100.9 I 103.6 I 103.1 I 126.6 I 118.4 I 132.6 I 132.6 I 102.0 I 104.1 I 110.8 I 106.5 I 101.91 101.9 

第 9表向上 (3日後）

｜血清l右肺！左肺｜ lff I 牌｜右腎 ~I 胃｜高品｜空腸｜廻腸｜盲腸｜直腸
50 I 100.2 I 101.0 I 103.8 I 120.4 I 112.3 I 134.1 I 135.o I 102.3 I 101.0 I 112.3 I 101.0 I 102.31 102.3 

51 I 103.3 I 103.3 I 102.1 I 129.7 I 120.9 I 129.7 I 129.7 I 101.4 I 101.2 I 115.7 I 112.4 I 102.01 100.8 

52 I 101.6 I 103.6 I 103.6 I 121.0 I 120.9 I 133.4 I 133.4 I 101.6 I 104.3 I 116.7 I 102.2 I 101.6! 102.2 

平均 I 101.1 I 104.6 I 103.3 I 125.1 I 111.3 I 132.1 I 132.1 I 101.1 I 106.1 I 111.6 I 101.2 I 101.91 101.7 

第JO表 向 上 (5日後）

牌｜右腎｜左腎l胃｜高品｜空腸｜廻腸｜盲腸｜直腸
3 I 100.1 I 103.3 I 103.3 I 127.3 I 119.5 I 134.4 I 134.4 I 101.4 I 103.3 I 106.6 I 103.3 I 101.41 

I 103.9 I 105.3 I 103.9 I 126.1 I 118.5 I 133.6 I 133.6 I 101.1 I 105.3 I 111.3 I 105.3 I I 

平均 I 102.2 I 103.1 I 103.2 I 12?.1 I 118.1 I 133.6 I 133.6 I 101.1 I 104.7 I 109.8 I 104.7 I I 

第11表向上 ( 7日後）

｜血清戸司左肺｜肝｜牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜事長｜空腸｜廻腸｜盲腸｜直腸

I I §l 1 ~ l-1iil-i ~~！ I 1~i I ~li ~ ~！ill ~I ~i ＇.~~ '.§ §1 
第12表同上 (10日後〕

｜血清！右肺｜左肺！

i I ＇.~~I ＇.~ii i~j 
肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜事長｜空腸｜廻腸｜盲腸｜直腸

第13表向上 (14日後）

両信I~百I~函｜一長一／~1~1~1－五T瓦戸司廻腸｜盲腸｜直腸
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第14表 向上 (21日後〉

一－~I立l 宇一時1~1 牌｜右腎｜左腎 l 胃団長！空腸！同盲腸 1 醐
65 101.2 103.1 103.1 129.8 120.4 136.2 136.2 101.2 105.6 108.8 105.6 10L9 10L2 

67 103.3 103.3 103.3 127.5 120.7 137.6 137.6 101.9 105.3 108.0 106.0 10L9 100,5 

68 101.6 103.6 102 .. 9 129.0 117.6 134.0 134.0 101.6 104.3 109.6 102.2 102.2 101.6 

平均 102.0 103.3 103.1 128.7 119.5 135.9 135.9 101.5 105.0 108.8 104.6 102.0 101.1 

第15表 同 上 (28日後）

！日｜右肺！日｜肝｜牌｜右昨腎｜胃｜説明 19®~ ［~］里
云「口03.11－；：耳目司王百日五日司 1ouI 10:3.1 I 1os.i I 103.1 I 1位41 1… 
70 101.7 103.0 103.0 129.0 120.0 136.2 136.2 「103.01107.51 剛 11γ1
71 100.0 103.5 102.8 125.5 117.2 132.4 131.8 101.5 103.5 107.5 102.8 102.0 101.5 

平均 101.6 103.2 102.7 128.5 119.5 134.8 134.8 101.2 103.2 107.0 102.9 102.0 101.2 

第16表 同 上 (35日後）

l血清｜右肺｜左肺！肝 l牌！右腎｜左腎｜ 胃l主語｜空腸［廻腸｜盲腸｜直腸
72 100.1 I 103.2 102.8 137.1 137.1 101.3 102.8 105.8 102.0 102.0 102.0 

74 100.8 103.5 102目8 127.7 119.0 133.8 133.8 101.5 103.5 106.2 102.9 102.5 100.8 

75 101.1 103.1 102.4 128.1 118.6 132.8 132.8 101.1 103.1 107.1 102.4 101.8 101.l 

平均 100.8 103,2 102.6 127.7 118.7 134.5 134.5 101.3 103.! 106.3 102.4 101.9 100.8 

第17表 同 上 (49日後）

｜血清｜右柿｜左肺｜ 肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜高属｜空腸｜廻腸｜盲腸｜直腸
76 100.4 102.9 102.3 127.3 118.4 133.7 133.7 101.0 102.9 105.6 102.3 101.7 101.0 

79 100.6 103.2 102.6 127.5 117.9 133.3 133.3 101.3 102.6 106.5 101.9 101.9 100.6 

80 100.8 102.9 102.9 127.8 118.! 134.5 134.5 101.5 102.9 106.1 102.2 102.2 100.8 

平均 100.6 103.0 102.6 127.5 118.3 133.8 133.8 101.2 102.8 106.0 102.1 101.9 100.8 

第18表 同 上 (63日後）

｜血清（右肺｜左肺｜ 肝 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜高属｜空腸｜廻腸｜盲腸｜直腸
81 100.4 103.1 102.4 127.0 118.1 133.5 133.5 101.1 103.1 105.9 102.4 101.9 101.l 

82 100.6 103.3 102.6 127.3 118.4 133.4 133.4 101.3 102.6 106.J 102.0 102.0 100.6 

84 100.0 102.8 102.8 128.1 118.5 133.2 133.2 101.2 102.8 105.7 102.8 101.9 101.Z 

平均 100.3 103.0 102.6 127.4 118.3 133.7 133.7 101.2 102.8 105.9 102.4 101.9 100.9 

第19表 結核菌煮沸免疫元3.0ccを胃内に注入した際の各種臓器及び血清の示す対結核菌増容率

増強度の時間的推移の総括

推移時日｜血清｜右肺i左旦l肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃 ι 長 i 空腸 l ＠ ~I 盲腸｜直腸
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3 J.7 1.7 0.8 -J.5 -0.9 -0.8 -05 0.5 3.5 6.J 5.2 O.J 0.9 

5 2.2 0.8 0.7 -01 0.5 0.4 0.4 0.5 2.1 4.3 2.7 0.3 0.9 

7 2..7 1.5 I. I 0.3 0.5 0.2 0.4 0.4 1.8 2.7 1.8 0.5 0.8 

IO 3.1 0.3 0.4 1.6 0.5 0.2 0.2 0.2 0.8 2.1 1.0 0.2 0.6 

14 4.0 1.1 1.0 2.0 1.5 1.6 J.6 0.4 3.9 6.8 5.8 0.0 0.5 

21 2.0 0.4 0.6 1.5 1.3 2.7 2.7 0.3 2.4 3.3 2.6 0.2 0.3 

28 1.6 0.3 0.2 1.3 1.3 1.6 1.6 o.o 0.6 1.5 0.9 0.2 0.4 

35 0.8 0.3 0.1 o.s 0.5 J.3 J.3 0.1 0.5 0.8 0.4 0.1 o.o 

49 0.6 0.1 0.1 0.3 0.1 o:s 0.6 o.o 0.2 0.5 0.1 0.1 o.o 

63 0.3 0.1 0.1 0.2 0.1 0.5 0.5 o.o 0.2 0.4 0.4 0.1 0.1 

第S図 ι 結核商煮沸免疫元3.0ccを胃内に注入した際の各種臓器及血清の示す

対結核関増容率増強度の時間的推移（第19表参照）

I/.() 

)(} 

l.O 

10 

0 ll ll/. !ID J J 7 

一一＋推移時日

所見概括

l. 血清

免疫元注入後48時間まではp 増容素量の増強には殆

ど認むべきものがなかったがp 併し 3目白から僅かな

がらに増強して，その後は漸次増量， 14日目に至って

最大上昇ぎ示しF その増強度は 4.0を示した． そして

それ以後は漸減して行ったが， 28日後に於てもなおJ.6

を示しP 35日目に至って注入後12時間同のそれと同ー

になった.＇•

2. 肺臓浸出液

／。 II/ l/ Z8 Jf I/ff 

両肺ともに免疫元注入後5日間までは殆ど認むべき

増強はなく， 7日目に於て漸 く上昇を認めたがp その

増加度は右肺でJ.5，左肺でI.Iの程度である．市もそれ

以後は漸次下降して21日自には既に正常値にまで低下

した．

3. 肝臓浸出液

免疫元注入後24時聞から 5日まではp むしろ正常値

以下に低下し， 7日目から増強して1.l日目に至って最

大の上昇を示し，その増強度は2.0であった．併しそれ

以後は下降し始めて63日自には正常に戻った．

4. 1専臓浸出液
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空揚浸出液

免疫元注入後12時間で既に急げきな増強を示し＇ 3 

日目で増強度6.0の最高度に達し，次の 5日目からは

急に下降して4.3となり p その後は漸次下降の歩を辿っ

たがp それでもなお2.1であった．併し14日目には，か

hる下降を示したものも 6.8と再度の上昇を示した．

この値は 3日目の高値よりも 0.8だけ高いのである．

そしてそれ以後は再び漸減の一路を辿り 35日目には

0.8となった．

8. 

廻巌浸出液

空腸に於けると同様に，免疫元注入後12時間目に猶

強を示し，それから漸次上昇して 3日目には高頂に達

したが，その増強度は 5.2で， 5日目には反って急げ

きに下降し，その増強度は1.0程度である．ところが14

日目に於ては再度の上昇5.8を示した． これは最初の

上昇値よりも高いのである．

10. 盲，局浸出液及び直ゐ浸出液

この両者に於てIi:，全検査にわたって殆ど認むべき

J曽強を立証できなかった．

9. 

免疫元注入後12時間までは正常値よりも少しく低下

しp 以後漸次上昇して14日目に最大の上昇を示した．

その増強度は1.5である．そしてその後は肝に於けると

同様に下降しF 49日目には正常値に達している．

5. 腎臓浸出；凌

腎に於ては肝及び牌と同様にp 免疫元注入12時間後

から正常値以下に下降し24時間後に至って最大の下降

を示し，その値は正常値よりも右腎でーlふ左 腎 で

-1.8であった．そしてその以後は漸次増強を示し， 21

日目には最大の上昇を来しP その増強度は右腎で2.7,

左腎でも同様2.7であった．

6. 胃浸出液

免疫元注入後12時聞から63日に達するまで認むべき

上昇は立証されなかった．

7. 十二指腸浸出液

免疫元注入後12時間で既に 1.8の増強度を示し漸次

上昇して 3日目には 3.5となりp それ以後は漸次下降

したが14日間には再び急げきに上昇して段高となり p

その増強度は 3.9であった．併しそれも21日間からは

下降して28日目に至って0.6となった．
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所見に対する考察

以上の所見から椛1-1 ｛’Uゑにはが胃）免疫i去による

時は，特殊免疫体が流血中に出現するよりも時間的に

早期に，即ち既に12時間憶に免疫元の直接に接触した

十二指腸，＠腸及び姐』訪にft.てその増強が明白に立証

されF 而もニの際には，肺p 肝p 牌p 腎等にあっては

辰吉どこの増強，ド立証されないのみならず，肝， IJ平p 腎

に lj~ては正常値よりもむしろ多少の減少をみているの

である．このことは免疫注入24時間後に於ても同様で

あって， たf十二照時， 空揚p 廻腸にのみ特殊免庇

体のt曽強が顕著にあらわれてp その地強は12時間後の

1.8 : 5.0 : 4.0から2.1・5.1: ・1.4と増強した．

然らばこの事実は何を意味するであろうか．宵内に

注入された免疫元は十二J¥1防以下の腸管壁から吸収さ

れて一部は肝を通り y また一部は胸管を経て全身血行

内に移行するのであろうからp その段初に免疫元を摂

取する問壁内に存在する広義の喰細胞によってそれが

処理されて，まず局所に免疫体の泊強されることがよ

く理解されるのである．

それならば免疫元が最初に注入された胃壁に於てか

〉る免疫増強の殆どみられなかったのは何故であろう

か．免疫元が余りにも速かに胃から十二指腸に送られ

たのか，それとも 胃壁そのものには腸管壁と臭ってか

ある意味の喰細胞が少いのか，これは今後の討究に侯

たなければならないものである．

而もこの際肝P 牌P 腎に於てlま正

疫体の滅少を来しているが，このことは既に烏潟名誉

教授が説いて居られるように，或一局所の組織中に特

殊免疫体の地強が必要な時には，他の組織に於ける免

疫体がその部に動員されて反って正常値以下になり得

る，ということであろう．

この事実は免疫元注入後3日目に於て顕著であっ

た．即ち十二指腸，空腸，廻腸に於ての増強度は3.5

6.1 : 5.2と握進したがp肝，牌，右腎及び左腎ではー 1.5

-0.9 : -0.8 : -0.5と正常値以干に低下した．

而して3日以後は10日目迄i曽強度も漸次下降したか，

I~ 日目には再び上昇して，モの後にまた下降の一路を

辿ったのである．

この事実は一見いかにも不思議であるe 併し，血t百

内のt情強度の推れと対照すると，この聞の消息を説明

することができる．即ちI血清内乃JV1’台、表は免疫元注入

［孟日を追う て徐々に上手I・ してP 14 日同に Ji~，~に達しP

以後l@r減して， 5）週後に免疫ノじi主人前の正常値に戻っ

たがp この事実からすれは，先の14日目の再上昇は血

清中の最大増強度寺来した時期と ー致するとこ ろか

ら， 先の結果は所謂自署長性他働免疫のあらわれと解釈

せEるを得fJい．血清中に於ての増強は腸管局所組織

によ曽強された免疫体が局所から減弱して行くにつれて

増強されて行くので，これは局所に繕強された免疫体

が漸次全身血流中（一般に体液中）へ移行して行くた

めとp また一部は腸管壁からの娯取を免れて血行中に

移行した免疫元によって全身免疫細胞を賦活した結果

のものが集ったものでP それ等免疫体によって起った

他働免疫のあらわれである．そのことは，胃，盲1：~~ ，

i良時を除いた他の臓器ないし組織に於ても14日目に多

かれ少なかれ，一斉に増強度の上昇を来していること

でもよくわかるのである．

肺に於ては最初から増強度は僅小であって， 7日目

に漸く 1.5の増強度を示し， 14日目に 1.1の増強度を示

したにすきゃない．

これは肺に長ける血管の解剖j学的特殊性によるもの

で，肺を還流する血管には主としてガス代謝に関係し

而もその流血量の多い肺動静脈系と，肺の組織栄養を

司る肺気管支動脈系とがあ りp このものの流血量は前

者にくらべると少いもので，而も清野博士によれば後

者の支配下に属してのみカルミンを食喰する喰細胞が

立証できるものである．従って腸管壁からの炭取を免

れて血流に釆り気管支動脈に達してその喰細胞により

処理される免疫元の量はきわめて少いものと理解して

J: ~、．

このことから肺に免疫を附与せんとして，経口免疫

を行うとすれlムこれは既に辻井博土が立証した経静

脈性免疫を行うこと、同じように，意味のないもので

ある．

盲腸及び直i揚に於て終始何等の増強をみなかったの

はp 注入された免疫元が同部にまで逮しない以前に吸

収処理されてしまうためと，＇・・

か，免疫元を直接直腸内に注入して観察してみなけれ

ば不明である．

実験第W 既往反応による吟味

予め免疫操作を施された試獣が全身性及び臓器ない

し組織内に地強した免疫体量が正；官値にまで戻った時

期即ちこの場合では 63日後に，微量の病物原（この

際、はi司名免f；：ノ乙iを経宵的にitへして血清及び各臓綴
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ないし組織内にp 免疫体重がいかなる程度に出現する

ものであるかを検査した．即ち烏潟名誉教授の動員免

疫体の態度を検査したのであるが，これによって最初

に行った免疫操作が果して実際に於てその任務を果し

ているか換言すればその個体に後天性自働免疫を獲得

せしめ得たかいなかを知ることができるものである．

併しまた暫定免疫体の多少が動員免疫体の推移を卜す

る目標にもなり得るとされているものである．

実験方法

既述の方法によって経胃的に結核菌煮沸免疫元3.0

ccを注入し63日を経た試獣3頭を以て 1群とする A,

B,C,D,E及びFの 6群を作って， 再び開腹のうえ各

群各頭の胃内へ同煮沸免疫元0.5ccを注入し， A群は12

時間後， B群は？4時間後p C群は 2日後， D群は3日

後， E群は 5日後， F群は 7日後に失血死に至らしめ

各血清及び臓器ないし組織の浸出液を作り p それ等を

以て全く既述の方法に準拠して対結核菌増容反応を検

査した．

実験成績

第20表ないし第26表及び第4図に示した如くであ

る．

第20表予め経口免疫を施した試獣の63日後に再び同胃内へ結核菌煮沸免疫元 0.5ccを注入した

後の各種臓器及び血清に増強される対結核菌増容率 (12時間後）

綿布清｜右肺｜に左肺｜肝｜牌｜右腎｜左腎 ｜ 胃 l 高品，－~由民｜盲腸 l 直腸
130 I 100.6 I 105.9 I 104.0 I 124.1 I 118.7 I 134.8 I 135.4 I 100.6 I 102.0 I 101.2 I 102.0 I 102.01 100.6 

132 I 98.1 I 102.3 I 102.3 I 126.4 I 117.4 I 126.4 I 126.4 I 101.7 I 103.5 I 107.1 I 102.3 I 101.71 102.3 

133 I 103.7 I 102.3 I 102.3 I 133.1 I 119.6 I 141.0 I 140.3 I 103.7 I 103.7 I 103.7 I 102.3 I 102.31 102.3 

平均 I100.8 I 103.5 I 102.8 I 127.5 I 118.5 I 134.0 I 134.0 I 102.0 I 103.0 I 106.0 I 102.2 I 102.01 101.7 

第21表 同 上 (24時間後）

｜血清｜右肺｜左肺｜ 肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ ｜指宇腸 I空腸｜｜回腸！｜盲腸｜｜直腸

136 101.7 97.2 97.2 127.8 118.2 127.1 127.8 101.7 103.1 103.! 103.1 I 101.7 101.7 

138 101.3 106.8 105.4 131.6 120.4 136.4 135.1 101.3 105.4 106.8 101.3 101.3 101.3 

139 101.5 107.1 105.0 125.3 118.9 138.9 138.9 101.5 105.0 109.8 105.0 105.0 101.5 

平均 101.5 103.7 102.5 128.2 119.1 134.1 133.9 101.5 104.5 106.5 103.1 10?.6 101.5 

第22表 ｜司 上 (48時間後）

｜血清｜右肺｜左肺｜ 肝 i牌｜右腎｜左腎！ 胃 ｜ 高 函 ｜ 空 腸 ｜ 回 腸l盲腸｜直腸

140 102.3 102.3 104.2 120.7 120.7 138.6 138.6 102.3 I 104.2 105.5 102.3 104.2 104.2 

142 99.7 102.4 103.0 132.9 119.6 129.5 129.5 103.0 104.3 113.0 104.3 102.4 103.0 

144 102.2 106.7 102.2 131.0 117.0 134.2 134.2 99.1 106.7 106.7 106.7 102.3 99. 

平均 101.4 103.8 103.1 128.2 119.2 134.0 134.0 !Ql.4 105.0 108.4 104.4 102.9 102. 

第23表 同 上 (3日後）

｜血清｜右肺｜左肺｜ 肝！ 牌｜右腎 左腎胃 1~戸~「白7雨時型
146 106.8 106.8 106.8 131.4 118.1 i 131.1 I 34.4 102.0 . 106.8 I 106.8 I 106.4 I 102.0 I 100.0 

147 100.5 103.5 101.9 128.7 126.6 J:l2.7 I :32.7 101.9 l 03.5 I 108.1 I 103.5 I 101.9 I 103.5 

145 101.2 102.4 102.4 125.6 117.2 136.1 

平均 102.8 川 l附 129.5 120.6 134.4 

136.1 101.2 102.1 I 108.1 I問 .4! 104.6 j l似

1::i1.4 10i.1 104.2 I 1山｜胤1I 1削 I101.9 
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第24表同上 (5日後）

戸司右肺｜左姉l)ff--1牌

l~ lf~~ ＇.！~l~I ~~＼ ~~ 
｜右腎［左腎li市i戸五戸瓦両院｜空豆

第25表向上 (7日後）

｜血清！右肺｜左肺 1 E干｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜高品｜空腸｜回腸｜盲腸｜直腸

153 I 102.6 I 102.6 I 102.6 I 124.8 I 120.6 I 135.5 I 135.5 I 101.3 ; 103.4 I 107 .o I 102.6 I 102.6 I 101.3 

155 I 103.2 I 103.2 I 102.4 I 130.8 I 117.0 I 130.8 I 130.8 I 102.4 I 103.2 I 105.2 I 103.2 I 102.4 I 102.4 

平均 I 1回.4I 103.4 I 103.1 I 12s.1 I 119.0 I 134.o I 134.0 I 101.9 I 103.6 I 107.3 I 103.4 I 102.4 I 101.5 

第26表各臓器の示した対結核菌増容率増強度の時間的推移（第20表～第25表参照）

日時｜血清｜右肺｜左腕｜ 肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 判事長｜空腸｜ 回 ~I 盲腸｜直腸
12時 0.8 0.6 0.3 0.3 0.3 0.8 0.8 0.8 0.2 0.2 

1日 1.5 0.8 0.0 1.0 0.9 0.9 0.7 0.3 1.9 1.0 1.1 0.8 

2 1.4 0.9 0.6 1.0 1.0 0.8 0.8 0.2 2.-1 2.9 2.4 1.1 

3 2.8 1.3 1.2 2.3 2.4 1.2 1.2 0.5 1.6 2.1 2.1 1.0 

5 4.2 0.4 0.8 1.9 1.8 0.9 0.9 0.7 0.9 2.0 1.4 1.0 

7 3.4 0.5 0.6 0.9 0.8 0.8 0.8 0.7 1.0 1.8 1.4 0.6 

第4図 予め経口免疫を施した試獣の63日後に再び同胃内へ結核菌煮沸免疫元0.5ccを注入した

際の各種臓器及び血清の示した対結核菌増容率増強度の時間的推移（第：：（］表参照）

10 

／血済 ｜／血 j斉

2右肺 I z胃
Jを附 I J ＋二f旨開

4.0ト I/ ＂干 0 w'Q空閥
f牌 I5 田R舞
6贋 I 6 盲目曇

JO~ ！？直賜
JO 

lbト I ,'/ 、、、 lO 

僧
容／~ ／ // _J，~／~ ＇＼＂：：；：－－ .、 6 、 10 

率

車君。r 、、／ 。
度

-1.0 

fl ll/. 1/8 ) f 7 12 21/. 1/8 J s 
一＋抱lJ崎日
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1.1 
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所見概括

1. i主人24時間後には腸管各部の局所性免疫体の僅

かながらもの上昇を認めたが， 48時間後にはその増強

度は最高に達した．即ち十二指腸：空腸：廻腸＝2.4:

2.9 : 2.4でこの度は盲腸及び直腸に於ても1.1及び1.3の

程度の増強を認めた．而もこの度の上昇は第一次免疫

操作の場合に於けるよりも低＜＇特に空腸では 6.1: 

2.9の如くに低かったのである． また十二指腸では 3.5

: 2ム 廻腸では 5.2: 2.4の割合で低かったのである．

併しこの度の上昇は第一次の上昇よりも 1日早く出現

した．

2. 血清に於ては 3日目迄は徐々に増強したが， 5 

日間に至って急激に増強されp 第一次段高増強 2.2に

比べる と4.4であるから，約2倍の増強度を示したこ

とになる． そ して 7 日目には 1.9 の増強~＇で下降した

のである．

3. 肺に於ては第一次上昇に比べて，僅かに高い増

強度が示された．

4. 肝p 牌，腎にfj~てもそれぞれ 3 日目に最高の増

強度を示した．特に牌に於てそれが顕著であった．

所見に対する考察

以上は要するに既往反応のあらわれを示したもので

ある．即ちーたび免疫操作を うけた腸管は，たとえそ

れによって増強された局所の免疫体が時日の経過とと

もに減退してしまってt，これ等局所組織の免疫態勢

はそれとともに消失してしま うものではなくて，か、

る部に存在する免疫細胞（即ち広義の喰細胞）は，或

る一定期間は来るべき同名審物 （病原物〕の侵入に対

してその能力を発揮するべく待期状態保あるものでp

一朝これ等審物が同組織内に佼入すれば，直ちにこれ

に呼応して免説作をi曽強し，この審物に対向する機能

を保持しているのであることを示しているものであ

る．

たf第 1次操作に於ける最高値よりも第2次操作に

於ける最高値の低かったのはその第2次免疫元用量が

好適用量でなかったものと考えられる．

血清に於ての増強度が最も強かったことは全身性の

免疫細胞の機能が極度に発却されたことを示すもので

あろう．

肺に1~て も低い程度ではあるが上昇をよ！｛. Y〕たのは，

やはり 気管支動的脈支配下の仏兵nj\細胞のめlWJを必II~、

するものと解してよいー

また）仰に於ての所見は，免疫的立場に於ての牌の意

義を如実に示して居るものであろう．

以上を要するに経口的に免疫元を注入することによ

ってP 腸管特に小腸に対して後天性自働免疫を附与す

ることが可能であることが明瞭に立証されたことにな

る．

実験第V 経匹門的免疫による吟味

経口的免疫方法によると，既に述べたように直腸及

び盲腸には，閉じ消化管でありながら，小腸に於ける

と異って， 免疫体の猶強を認められないことを報告し

た．そしてこれは，胃内に注入された免疫元が，直腸

まで到達しないためでなかろうかと推定した．従って

その点を吟味することが必要となってくる．

実験方法

免疫元の経紅門的注入法

試獣を実験節目の夕方から絶食させて，翌早朝生理

的食塩水約lOccをE門に注入して涜腸し直腸内容を空

虚にした後，約2時間後にネラトン氏カデーテル10号

を』工門上方JOcmに挿入して，それに連結した注射筒

を利用して結核繭煮沸免疫元3.0ccを徐々に注入，注

入後約6時間観然して注入液の流出が全くないことを

確認した．

直腸内に液体をiョ：入すれば沈腸の理によって注入液

は間もなく排出されることが可能であるがp 併し注入

液を極めて小量づっ数回に分割して且つ適当なる時間

的間隔をおいて根気よく注入すれば，かな りの大量注

入液がその流出をみるこ となく直腸内に保留されるも

のである．

試獣3頭を以て l群とするA,B,C, D, E, F, G,H, I, 

J, K, L及びMの13群を作り p A群は免疫元注入後6

時間， B群は24時間， C群は 2日， D群は3日p E群

は5日， F群は 7日， G群は10日， H群は14日， I群

は21日， J群は28日， K群は35日， し群は49日， M群

は63日を経てそれぞれ失血死に至仁しめてP 既述の方

法により各群各頭からそれぞれ血消及び各臓器ないし

各組織の浸出液を作って，それ等を以て全〈既述の方

法に準拠して対結核菌増容反応を検査した．

実験成績

~i'i27 A.ないし筑40表及び第5図a及びbに示した如

くである．
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185 100.0 102.1 104.5 128.8 

186 101.5 103.5 102目8 129.7 

123.0 187 

平均

100.3 102.3 102.3 

100.6 102.6 103.2 127.1 

第28表 同 上 (24時間後）

｜血清「岩肺｜左肺｜ 肝｜ 牌｜右腎l左腎｜ 胃｜高属｜空腸｜回腸｜盲腸｜直腸
188 99.5 104.9 103.6 129.6 116.4 101.6 101.6 104.9 103.6 102.3 101.6 

189 99.8 101.8 103.1 123.8 119.8 128.7 128.7 101.1 101.1 103.1 99.8 99.8 101.8 

190 102.0 103.4 102.0 130.2 116.1 140.7 140.7 102.0 105.6 107.1 102.7 1020 102.0 

平均 100.4 103.3 102.9 127.8 117.4 132.0 132.0 101.5 102.7 105.7 102.0 101.3 101.8 

第29表 向 上 (48時間後）

’A

ヮ“

9
d

’ヨ
d

n叫
J
u
n
u
i
u
n
u
u
h
H
M
h

1

1

1

平

｜血清両面両日］肝｜判右腎｜左腎｜ 胃｜高品｜空腸｜回腸｜盲腸｜直腸

第30表向上 (3日後）

牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜高属｜空腸｜回腸｜言腸｜直腸
194 99.9 103.0 101.4 126.8 116.7 127.6 127.6 1oi.4 I 104.s 107.6 103.0 

196 100.3 102.4 102.4 19.5 119.5 126.2 177.6 101.0 100.3 102.4 100.3 101.0 101.0 

197 102.6 105.0 106.6 38.2 118.4 146.1 14'1.5 101.8 105.0 108.9 104.2 102.6 106.6 

平均 100.9 103.4 103.4 128.1 118.2 133.3 133.2 101.4 103.2 106.3 102.5 101.9 104.0 

第31表向上 (5日後〕

｜血清｜右肺｜左肺｜ 肝l牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜事長l空腸｜回腸｜盲副直腸
198 99.6 103.7 126.6 141.3 141.3 102.1 106.1 110.3 103.7 I附 102. 

199 101.5 102.7 102.7 J 22.3 118.8 122.3 122.3 101.5 101.5 10-1.9 104.9 100.6 101.5 

200 100.6 103.5 102.7 135.6 I 17.8 139.2 139.2 101.3 103.5 107.1 100.6 102.1 103.5 

平均 100.5 103.3 102.7 129.5 121.0 134.2 134.2 101.6 103.7 107.1 103.0 102.4 102.3 
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204 

平均

白

山

山

ω
均

2

2

2

平

第33表向上 (10日後）

i血清l右肺｜左肺jH干｜牌｜右腎｜左腎｜胃 lIT匝扇1＠五両広｜直腸

第34表 同上 (14日後）

肝1 牌｜右腎｜左腎！ 胃｜高El空腸i回腸｜盲腸｜直腸
209 101.5 103.5 102.8 124.2 117.2 1'27.7 103.5 104.8 103.5 102.8 104.8 

210 103.7 103.0 102.2 140.0 121.1 140.0 103.0 103.7 102.2 103.0 102.2 

212 102.2 102.8 102.8 122.1 119.4 132.7 132.7 101.4 102.8 107.4 102.8 102.2 106.1 

平均 102.8 103.1 102.6 128.7 119.2 134.1 133.9 101.7 103.1 105.9 102.8 102.6 104.3 

第35表 同 上 (21日後）

｜血清｜右肺｜左肺｜ 肝｜ 牌1右腎｜左腎｜ 胃lj~ ！空揚 l回腸盲腸｜直腸
213 100.7 104.3 103.6 122.3 118.8 133.1 133.1 100.7 102.9 105.8 102.9 102.9 100.7 

214 103.7 102.9 102.9 134.8 118.9 134.4 134.4 101.5 102.9 107.1 102.3 101.5 102.9 

平均 102.2 103.6 103.2 128.5 118.8 133.7 133.7 101.1 102.9 106.4 102.6 102.2 101.8 

第36表 同 上 (28日後）

l血清｜右肺｜左肺｜ 肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜高届｜空腸｜回腸｜盲腸｜直腸
216 101.4 104.2 102.0 131.1 121.2 136.1 136.1 101.4 102.0 106.4 103.5 102.0 100.0 

218 101.2 101.8 104.0 126.8 117.8 131.7 131.7 101.2 104.0 104.0 101.8 101.2 100.5 

219 102.0 103.5 102.7 127.5 116.9 135.4 135.4 102.0 103.5 107.7 102.0 102.7 102.7 

平均 101.5 103.[ 102.9 128.4 118.6 134.4 134.4 101.5 103.1 106.0 I '.2.4 101.9 101目。

第37表 同 上 (35日後）

｜血清 1右i$fi肺！ 肝l牌｜右腎｜左腎｜ 胃 I ；~函｜空腸｜回腸｜盲腸｜直腸
220 1凪 011回.51 削 I1出 117.2 132.4 131.8 101.5 103.5 107.5 102.8 102.0 101.5 

222 117.3 132.1 131.5 101.1 103.1 106.1 103.1 102.4 101. 

223 101.7 103.0 103.0 127.1 117.3 130.4 130.4 101.1 103.0 103.0 101.7 101.7 101.1 

平均 101.6 103.2 102.7 126.5 117.2 131.6 131.2 101.2 103.2 105.5 102.5 102.0 101.2 
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第38表向上 (49日後）

｜血判右肺｜左肺」~_J_ 牌J竺戸l戸｜戸」品l~~J~~一戸旦~
225 I 100.4 i 102.9 I 102.3 I 121.3 I 118.4 I 133.1 I 133.1 I 101.0 I 112.9 I 105.6 I 102.3 I 101.11 101.0 

226 I 101.1 I 103.1 I 102.4 I 128.1 I 118.6 I 13!.5 I 131.5 I 101.0 I 103.1 I 101.1 I 102.4 I 101.8 I 101.l 
227 I 100.1 I 103.2 I 102.8 I 127.5 I 118.6 I 132.6 I 132.6 I 101.3 I 102.8 I 105.8 I 102.0 I 102.0 I lC0.7 

平均 I100.1 I 103.o I印 .8I四 6I 118.5 I印 .4I 132.4 I 101.l I 102.9 I 106.1 I I02.2 I 101.81 100.9 

第39表向上 (63日後）

｜血清！右肺｜左肺｜ 肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜事長｜空腸｜回腸｜盲腸｜直腸

j~ 1 ＇.~j I f ~i I r~i I ［~j I ［~~ I ~！j I r~i I ~~l I ~ I ~ I ~ I ~I ~ 
ll.O 

JO 

t.o 

10 

・‘

第 5図 a. 結核菌煮沸免疫元3.0ccを紅門内に注入した際の各種臓器及血清の示す

対結核菌培容率f曽容度の時間的推移（第40表参照）

7z 111 118 J 

ー＋控穏時日
5 7 JO II/ ZI 18 35 

／血清
f右肺
3左肺
4肝
1牌

6酉

l/'J 63 



第6号

12時 0.6 -0.3 0.7 -0 1 -0.2 o.o 。。 0.4 o.o 0.3 0.6 -01 0.2 

1日 0.4 0.4 0.4 0.6 -08 -1.2 -1.2 0.3 0.1 0.2 o.o -0.5 1.0 

2 0.8 o.o 0.4 0.1 -0.2 0.3 -03 o.o 0.3 0.3 o.o 0.0 l.4 

3 0.9 0.5 0.9 -01 。。 O.l o.o 0.2 0.6 0.8 0.5 0.1 3.2 

5 0.5 0.4 0.2 2.3 2.8 1.0 l.O 0.4 1.1 l.9 1.0 0.6 1.5 

7 1.0 1.0 0.9 2.0 1.6 0.1 0.1 o.o 0.8 1.2 0.4 0.5 1.0 

10 1.0 0.6 。。 1.6 1.2 0.7 0.7 0.6 0.7 1.9 0.8 0.5 2.0 

14 2.8 0.2 O.l 1.5 1.0 0.9 0.7 0.5 0.5 0.4 0.8 0.8 3.5 

21 2.2 0.7 0.7 1.3 0.6 0.5 0.5 一0.8 0.3 0.9 0.6 0.4 1.0 

28 1.5 0.2 0.4 1.2 0.4 1.2 1.2 0.3 0.5 0.5 0.4 0.1 0.2 

35 1.6 0.3 0.2 -0.7 -1.0 -1.6 -2.0 o.o 0.6 o.o 0.5 0.2 0.4 

49 0.7 0.1 0.3 0.4 0.3 -0.8 ー06 -0.1 0.3 0.6 0.2 。。 0.1 

63 0.4 0.2 0.2 0.5 O.l -0.5 -0.9 0.1 0.3 0.6 o.s 0.1 o.o 

第25巻

結核菌煮沸免疫元 3.Qccを肝門内に注入したる際の各種臓器及血清の示す対結核菌

増容率増強度の時間的推移総括（第27表ないし第39表参照〕

推移時日l血清｜右肺｜左肺｜ E干｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜事長｜空腸｜回腸l盲腸｜直腸

日本外科宝函

第40表

670’ 

結核蔚煮沸免疫元3.0ccを紅門内に注入した際の各種臓器及血清の示す

対結核関増容率増強度の時間的推移

b. 第 5図
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所見概括

1. 直腸に於て免疫元注入3日後に増強度3.2で示さ

れた増容索の増強をみp それ以後は14日間に再び上昇

して 3.5の増強度を示し， それ以後は漸次下降ーした．

そして63日間に正常値に戻った．

2. 肝臓に於ては 5日目にその増容度が2.3と最大に

達し，以後漸次下降して38日目には正常値に戻った．

3. 肺p 牌，腎，胃P 十二指腸， 回腸及び 盲IJ尽に於

ては著しい上昇を全経過に於て認められなかった．

4. 血清に於ては，注入後7日目頃より上昇し始め

14日目に最高（増強度2.8）に達し，以後漸次下降して

63日自には正常値に戻った．

所見に対する考察

以上の所見からもわかるように，さきに経口的に免

疫元を授与したに盲腸，直腸等に免疫体の増強を認め

得なかったことは，免疫元が同部まで辿る途中に於て

吸収処理されてしまうためであってP 免疫元を直腸内

に直接注入すれa，やはり注入局所の直腸内にも免疫

体が増強されるものである．併しこの際も盲腸に於て

は著明な上昇を認めなかった．これは注入免疫元は殆

ど凡て直腸に於て処理されてしまって，盲腸部までは

到達し難いことを示すものである．

このことは，肝に於ての免疫体の増強が経口免疫の

際のそれよりも著しく大であることによっても理解で

きる.l:Wち直腸壁に於て娯取を免れたものは直ちに門

脈系に吸収されて肝に到達するのである．

また直腸内に注入された免疫元の一部はやはり全身

性にも作用するものであることは，血清中に漸次免疫

体が増強きれて行く事実がp よくその聞の消息を物語

っているのである．

実験第VI 肺臓免疫に明する吟味

既述のように，経口免疫法を以てしては肺に免疫体

の増強を一見認め得ない感があった．併し実際に於て

肺に直接か〉る審物の侵入した場合のことを考えてこ

の点に閲してなお実験的吟味を行わなければならな

し、

実験方法

実験第Wに於ては，予め経口免疫を施行して，その

後に経口的既往反応を行って検査した結果は，肺に於

て殆ど有意義の免疫体増強を認めなかった．そこでま

ずこの度は，予め経口免疫を施しである試獣群に対し

て，第2次既往反応誘発の方法として，第W実験に於

けると同量の即ち結核菌煮沸免疫元0.5ccを直接右肺

に市川崎信博士の記載に準拠して（日本外科宝函第18

巻第4号昭和16年7月参照）注入しp その後時日を追

うて血清p 各臓器ないし組織の免疫体増強の推移を検

査した．

実験 A

実施方法は全く第W実験に記載した方法と同一であ

るがp たv第2次の免疫元注入を右肺に直接に行った

点L 注入後12時， 24時， 2日， 3日， 5日， 7日目

に検査した点だけが異るものである．

実験成績

第41表ないし第471<:に示された如くである．

第41表予め経口免疫を施して63日を経た試獣の右肺に結核煮沸免疫芯0.5ccを；i人した際の各
種l隊禄の示す対結核菌増容率（12時間後）

試獣矧血清｜右肺｜左肺｜ f干｜ 牌｜右腎｜左腎 l宵7占耳空協 ｜回腸 ！盲腸 I1直腸

1ss I 100.9 I 10s.2 I 102.3 I m.9 I 11s.oい33.6I 133.6 I 100.9 I 102.3 105.2 i 102.3 I印.9!100.9 

1臼 I10i.s I 1回.5I 103.5 I 1?8.3 I 118.6 I 134.5 I 134.5 I io2.8 I 103.5 106.9 I 102.8 10~.8 1 101.5 

平均 ｜即｜削.3I 102.9 I 128.1 I 118.3 I 134.0 I 134.0 I 1川 I102.9 I 106.0 I 102.5 I 101.81 101.2 

第42表 同 上 (24時間後）

！ザ！主町｜竺~［~」牌 1 右腎！吋＿！J＿~__ i L~＿！i__~L~l~~ 
153 I 1川 lO'i'..5I川 133.5I 1川町11-1~.6 ：川 104.1I io-1.1 I山口 lロ

平均 I 102.6 I 106.3 I 103.9 ! 126.6 I 119.4 I 132.7 I 133.1 I 101.6 I 103.5 I 106.1 I 102.6 I 102.11 IC0.8 
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第43表 同 上 (48時間後）

｜血清｜右肺｜左肺｜ 牌｜右腎i左腎｜ 胃｜高属l空腸l回腸｜盲腸｜直腸

166 101.4 109.1 101.4 178.7 109.1 137.4 137.4 101.4 103.7 107.6 101.4 101.4 101.4 

167 101.0 106.7 102.4 126.6 122.3 133.8 133.8 102.4 102.4 106.7 102.4 101.7 101.0 

169 103.3 104.8 104.8 127.3 123.5 130.9 130.9 101.1 103.3 104.8 102.5 103.3 101. 

平均 101.9 106.8 102.8 127.5 118.3 134.0 134.0 101.6 103.1 106.3 102.1 102.1 101. 

一」血清｜右肺｜左肺！肝｜引右腎｜左腎 ｜ 胃 i 高耳｜空腸巨互日~I 直腸
170 102.4 104.6 104.6 125.6 125.6 136.1 136.1 101.2 103.2 108.1 104.6 102.4 101.8 

172 101.4 101.4 101.4 131.0 121.1 130.2 129.5 102.1 102.9 106.8 102.1 102.9 101.4 

173 101.5 111.8 103.9 131.6 114.7 133.0 133.0 101.5 103.9 103.9 100.9 101.5 101.5 

平均 101.7 105.9 121.2 133.1 132.8 I 101.6 103.3 106.'.? 102.5 102.2 101.5 

第45表 同 上 (5日後）

｜血清｜右肺｜左肺｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜高扇｜空腸｜回腸｜盲腸｜直腸

175 104.1 104.1 100.4 121.s I 120.0 129.2 127.2 101.9 101.9 104.l 102.7 101.9 102.7 

176 105.0 105.0 108.8 126.5 120.6 133.8 133.8 105.0 107.3 108.8 105.0 105.0 101. 

178 104.1 103.5 100.4 127.2 118.4 136.4 136.4 98.3 102.7 107.6 103.5 100.4 100.4 

平均 104.4 104.2 103.2 127.8 119.7 133.1 133.1 101.7 103.9 106.8 103.7 102.4 101.4 

上 (7日後）

一」血清｜右肺｜左肺J_~J竺生竺I＿！＿比五J 空腸 l 回腸｜至｜竺
179 

180 

182 

平均

102.9 103.7 102.9 128.7 122.6 γ 101.5 103.7 105.8 105.8 103.7 

101.5 105.0 105.0 128.0 118.9 129.4 129.4 101.5 107.0 105.0 102.1 102.1 

101.4 101.4 101.4 125.9 114.0 133.3 133 3 101.4 100.0 108.3 100.0 101.4 

101.9 103.3 103.J 127.5 118.5 132.8 132.8 101.4 103.5 106.3 102.6 102.4 

第47表予め経口免疫を施して63日を経た試獣の右肺へ結核菌煮沸免疫元a.secを注入した際の
対結核菌増容率増強度の総括（第41表～第46表参照）

102.9 

101.5 

100.0 

101.4 

推移時日｜血清｜右肺｜左肺｜ 肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜高品｜空腸｜回腸｜盲腸｜直腸

12時 1.2 1.4 0.4 0.9 I 0.! 0.8 

1目 2.6 3.4 1.4 -07 1.2 -0.5 

2 1.9 3.9 0.3 0.3 0.1 0.8 

3 [. 7 3.0 0.8 2.2 2.1 -0.1 

5 4.4 1.3 0.5 0.6 1.5 ー0.1

7 1.9 0.4 0.6 0.3 0.3 -04 

所見概括

1. 臓器の中では右肺に於てのみ注入12時間後に，

既に1.4と増強し， 24時間後から更に著明な3.4，更に 2

日目には3.9と最高の増強度を示しP 3日目には3.0と

0.8 0.6 0.3 0.5 0.5 o.o 0.4 

-01 0.4 0.9 0.6 0.6 0.3 o.o 
0.8 0.4 0.5 0.8 0.1 0.3 0.3 

-04 0.4 0.7 0.7 0.5 0.4 0.7 

一0.1 0.5 1.3 1.3 1.7 0.6 0.6 

-01 0.2 0.9 0.8 0.6 0.6 0.6 

なりその後は下降した．

2. Jill.滑に於ては注入直後から漸次上昇したが， 5

日目に111,•.'Gに到ii して 4.4 の増強度を示し， その後は

漸次下降した．
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実験 B

前実験の対照として，経口免疫を施さない健常試獣

の右肺に前述と全く同様にして，結核蔚煮沸免疫元0.5

ccを注入し，以下も全く同様に逐時的に免疫体の増強

度を検査した．

実験方法

i住，，；i¥

於けると同様にして施行した．

実験成績

第48表ないし第54表に示されたようである．

第48表健常試獣の右肺に結核菌煮沸免疫元0.5ccを注入した際の各種臓器及血清の示す

対結核菌増容率 (12時間後）
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試獣呑 司 王 司 右 肺l左肺｜ 肝｜ 牌 l右腎［左 腎l胃｜高副主何回腸｜盲腸｜直腸

平均［引SW!lll ~L ~~！ l 
一一~豆区割互竺｜』干 I B卑 i主竺｜互~_l~I圭長L竺竺恒竺｜主竺｜里竺

242 

243 

245 

平均

一222平
一戸O勺toO」ud

一A位一A品14aふ兵

｜血清｜右肺戸司

103.2 

101.7 

100.8 

101.9 

－毎ヨ一8974
一三4一つんのムっ“。白

一血一ooom

108.7 102.3 

106.1 102.9 

107.5 102.8 

いHμ一η43ムマ’nU
日Hμ一aAτ戸inhUF0

7一ハUAUAUnu
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国制μAせq39dqJ
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←nドワム－JS44・n，ai－－ 

第fiO表 向 上 (48時間後）

~I－一戸 γ竺！互腎！ 胃！高品｜空司王両盲腸｜直腸

121.5 I 117.9 I 13n ・ 134.7 I 101.9 . 103.2 ! 106.5 I 102.1 I 101.91 101.3 

:::: I :::: I日
第51表 同 上 (3日後）

牌 1右腎 j左腎！ 胃 l高属 1空腸 l回腸！盲腸｜直腸

130.3 120.0 I 131.7 i 131.7 101.5 102.8 I 104.8 102.8 102.8 100.8 

129.4 118.2 133.5 133.5 101.6 102.9 107.1 102.2 102.2 100.9 

128.1 川 133.4i 133.4 101.3 102.7 105.4 102.7 102.0 100.3 

129.2 119.4 ! 132.8 132.8 101.1 102.8 105.7 102.5 102.3 101.0 
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第53表 同 上 (7日後）

！血清｜右肺｜左肺｜ 肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃 l高属｜空腸｜回腸｜盲腸｜直腸

253 101.5 104.2 104.2 128.8 117.3 133.7 133.7 102.8 103.5 105.6 102.8 102.2 101.5 

254 100.9 103.7 102.9 129.4 118.4 135.7 135.7 102.2 102.9 107.1 102.9 102.9 1-00.9 

255 100.7 104.4 103.0 126.8 119.4 132.1 132.1 100.7 104.4 106.7 103.0 102.2 101.5 

平均 101.0 104.1 103.3 128.3 119.0 133.8 133.8 101.9 103.6 106.4 102.9 102.4 101.3 

第54表 健常試獣の右肺に結核菌煮沸免疫元 0.5ccを注入した際の各種臓器及血清の示す対結

核菌増容率増強度の時間的推移の総括（第48表～第53表参照〕

戸fi／ 右肺l左肺｜ 肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜高品｜空腸｜回腸｜盲腸｜直腸

12時 0.7 2.1 0.8 0.8 0.5 0.3 0.4 0.1 0.6 0.8 0.4 

1日 1.6 4.5 0.7 0.8 0.3 0.1 0.1 0.4 0.2 0.8 0.6 0.3 0.3 

2 1.9 4.6 0.3 0.3 0.1 0.9 0.9 0.7 0.6 1.4 0.8 0.3 0.7 

3 2.4 3.1 1.2 2.0 1.2 0.4 0.4 0.1 0.2 0.2 0.5 0.5 0.2 

5 3.3 1.5 0.6 1.7 0.2 0.5 0.5 0.4 0.4 1.0 0.6 0.8 0.3 

7 1.0 1.2 0.8 1.1 0.8 0.6 0.6 0.7 0.1 0.9 0.9 0.6 0.5 

第6図健常試獣の右肺へ結核菌煮沸免疫元0.5cc注入後の局所肺に増強された対結核菌増容

率増強度と既往反応に於けるそれとの比較（第47表及び第54表参照）
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所見概括

1. 臓探に於ては右肺にのみi曽容率の地強を認め得

たがp 免疫元注入12時間後に2.1,24時間後』こ4.5，同48

時間後に4.6と最高のi増強度を示し， 3日後には 3.1と

なりその漸次下降した．

2. 血清に於ては免疫元注入後から漸次増強を示

し＇ 5日目に最高で3.3を示した．

所見に対する考察



結核菌煮沸免疫元を以てせる経口免疫の実験的研究

以上の実験A,Bの結果のうちP 右肺の増容率増強度

のみをとりあげて，これを曲線を以て比較すると，第

6図の如くになった．

Jl:Pち予め経口免疫を施した試獣に於ける怖にみられ

た既往反応の結果はp 健常試獣肺に単に既往反応誘発

に際して使用したと同量の免疫元を注入した場合の増

強度よりは全経過に亘って，むしろ低い値を示した．

少くとも高い値は示さなかった．

このことはp 経口免疫方法を以てしてはp 肺に後天

性自働免疫を附与せしめることが不可能である，と云

ってもよいことを示しているものである．

たf血清に於ては免疫操作を施行してあればp たと

えそれが経口免疫法によったものであっても，か〉る

場合にp ひとたび個体のいずれかに害物が侵入すれ

ばp 臓器以外に存在している免疫細胞の活動がよび起

されて，血中に免疫休;j；送り出されるもののようであ

る．

675 

実験第V[ 経静脈性免疫法による吟味

経口免疫法による結果への対照としてp 一応経静脈

性免疫法のあり方を検査した．

実験方法

経口的免疫方法に於て使用したと全く同量の結核菌

煮沸免疫元即ちその 3.0ccを試獣の頚静脈内に注射し

てFその後に於て既述の方法に準拠して逐時的に血清，

各臓器ないし組J織の免疫体増強度を検査した．但しこ

の注射量が経静脈性の用量として好適であるか否かは

別の問題である．

実 験 成 績

第55表ないし第67表及び第7図a,bに示された如く

である．

第55表健常試獣静脈内へ結核菌煮沸免疫元 3.0ccを注射した際の各種臓器及血清の示す対結

核菌増容率（12時間後）

第56表 同 上 (24時間後）

8

9

0

均

8

8

9

平

第57表 同 上 (48時間後）

_I＿！生~~［~］~l~I~－子｜田空腸｜回腸｜五｜直腸
91 100.0 103.1 102.5 128.9 119.3 128.9 128.9 101.8 103.1 107.0 101.8 101.8 100.0 

92 102.7 106.2 104.8 121.0 115.4 141. 7 111.7 101.3 102.7 106.2 102.7 102.7 102.7 

93 99.2 102.2 102.2 130.0 120.3 130.0 130.0 101.6 103.4 103.4 102.2 102.2 101.0 

平均 100.6 103.8 103.1 127.6 118.3 133.5 133.5 I 05.5 i 102.2 102.2 101.2 
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第58表向上 (3日後）

ー一一｜竺戸｜竺肺｜左肺｜ E干 i牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜高品｜空腸｜回腸｜盲腸恒竺
94 I lC0.8 104.0 I 104.0 I 126.7 I 118.3 I 130.0 I 130.o I 100.8 I 102.1 I 104.0 I 102.1 I 102.01 100.8 

95 I lGO.o ! 101.3 I 101.3 I 122.6 I 122.6 I 133.6 I 133.6 I 101.3 I 102.6 I 106.s I 102.6 I 101.91 100.0 

96 

平均
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131.5 

126.9 

113.9 

118.2 

101.7 

101.2 

103.7 

103.0 

105.1 

105.2 

103.7 

103.0 

101. 71 101.7 

101.81 100.8 

第59表向上 (5日後）

_I＿！主I~互喧＿！＿＿I 牌｜右腎｜左腎｜ 胃｜高品｜空腸｜回腸｜盲腸恒竺

i 1'.1~i'1~~l1 ~~I i~l~l ＇.~ll ~1Wi11l1ii~1 ＇.~1§11~： 
第60表 向 上 (7日後〕

l 血清性l空l~J干i＿！＿左戸L戸」封恒一割問J戸）竺
101 ' 101.1 I 104.4 I 103.1 I 138.7 116.1 I 141.2 I 4t.2 I 101.1 I 105.9 I 109.2 ! 105.9 I 1C2.4I 1C2.4 

102 , 102.8 I 104.2 I 102.2 I 128.6 i 115.4 I 128.6 I 128.6 I 101.6 I 104.2 I 104.2 i 102.2 I 102.21 102.2 

平均 I 101.3 I 103.9 I 102.6 I 128.4 I 116.1 I 134.2 I 134.2 I 101.5 I 104.4 I 106.6 I 103.8 I 102.11 101.5 

第61表 向 上 ( 10日後）

｜血清！盟主~LD'f_J 出竺］~司ー胃市長｜苧一陽l竺均一里恒竺
I 101.3 I 104.2 I 102.8 I 126.6 I 120.7 I 131.1 I 134.1 I 101.3 I 102.8 I 106.5 I 102.3 I 102.3 1C2.3 

平均 I101.2 I 103.o I 103.o I 127.8 I 118.3 I 133.7 I 133.7 I 101.2 I lO'l.O I 105.5 I 102.0 Iゆ2.0 101.£ 

第62表 同 上 (14日後）

戸司互~I~日~ 牌｜右腎｜左腎l胃｜高語｜空腸｜回腸｜盲腸｜度腸
107 102.0 102.0 102.0 137.1 117.9 133.9 102.0 105.2 102.0 102.0 100.7 

108 100.8 104.8 103.5 127.7 117.7 133.1 133.1 102.1 103.5 106.2 102.1 102.1 100.8 

109 97.8 103.1 103.1 125.4 118.0 132.7 132.7 101.1 103.1 105.1 103.1 102.4 101.1 

平均 100.2 103.3 102.8 130.0 117.8 133.2 133.2 101.5 102.8 105目5 102.4 102.1 100.8 

｜血清｜右肺戸司
110 100.2 102.9 102.9 

111 101.5 102.9 102.9 

112 98.7 103.1 103.1 

平均 100.1 1G2.9 102.9 

第回表 向 上 (21日後）

肝｜ 牌！右腎｜左腎｜ 胃！高品｜空腸｜回腸｜盲腸｜直腸

国 .6I 119.9 I印 .4I 132.4 i 101.5 I 105.2 I 106.6 I問 .9I 1侶 .2I 101.5 
130.6 I 116.8 I 131.0 i 134.0 I 101.6 I 101.7 I 106.6 I 10!.7 I 101.71 98.7 

128.3 I 118.8 I 132.5 I 132.5 i 101.6 I 103.2 ! 105.8 i 1但.5I 102.0 I 101。
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第64表 同 上 (28日後）

=1旦!!l!~竺！三肺｜一肝｜ 牌｜右腎｜左腎｜ 官！主語｜空腸｜回腸！盲腸｜直腸
113 98.5 101.3 103.3 124.9 116.8 138.5 138.5 101.3 103.3 108.0 101.3 101.9 101.3 

114 100.0 103.4 lC0.6 107.6 122.7 131.0 131.0 101.5 103.4 107.6 103.4 102.0 103.4 

116 100.0 103.4 103.4 153.8 117.2 133.0 133.0 101.3 103.4 103.4 102.9 102.0 100.0 

平均 99.5 問 .1I 102.4 128.7 118.91 134.1 134.0 101.3 103.3 106.3 102.2 101.9 101.5 

第65表向上 (35日後）

｜血清｜右肺｜左肺lE干｜ 牌l右腎｜左腎｜ 胃｜高高｜空腸｜回腸｜盲腸l直腸
117 I 101.5 I 104.1 I 103.51 127.61 123.8: 133.9: 131.6 I 101.5 I 103.5 I 106.0 I 101.5 I川 .sj 100.2 

118 I 100.0 I 103.4 I 102.1 j 128.8 ! 119.6 i 132.1 132.4 I 100.6 I 103.4 I 106.8 I 102.1 I 102.1 I 102.1 

119 I 1ou I 103.1 I 102.4 • 126.4 I 111.3 ! 133.4 i 133.4 I 101.8 I 103.1 I 104.3 I 104.3 I 101.81 1ou 

平均 I 100.8 I 103.5 I 1位 6I 127.6 I 118.2 I 133.2 I 133.2 I 101.3 I 103.3 I 105.7 I 102.6 I 101.81 101.1 

第66表向上 (49日後）

戸司王肺｜左肺 l~l~J~ 腎｜左腎 l 胃｜高即時｜回腸｜盲腸｜直腸
121 I 102.3 i 103.71 102.3 I 131.3 ! 117.5; 133.4 I 133.4 I 102.31 103.7 I 105.0 I 105.0 I 102.31 102.3 

i血清｜右肺｜左肺｜
125 102.3 102.3 102.3 135.3 118.1 I 135.3 135.3 101.6 102.3 108.8 102.3 I 1or.6 101.6 

127 98.2 103.5 102.7 125.2 117.6 133.0 133.0 101.5 103.5 103.5 102.7 102.1 98.2 

129 102.3 1ぺ103.01120.4 117.0 133.8 133.8 101.6 103.0 105.7 103.0 102.3 103.Q 

平均 100.9 102 9 102.6 126.9 117.7 134.0 134.0 101.5 102.9 106.0 102.6 102.0 100.9 

12時 2.0 0.9 0.7 -1 0 

I日 1.7 o.o 0.6 0.3 

2 0.6 0.9 0.6 0.1 

3 0.3 0.5 0.5 -0.3 

5 4.1 0.6 0.5 -1.0 o.o -0.4 -0.4 0.2 0.4 0.8 0.6 o.o -08 

7 1.3 1.0 0.1 1.2 -1.5 1.0 1.0 0.3 1.8 1.1 1.8 0.3 0.7 

IO 1.2 0.1 0.5 0.6 0.1 0.5 0.5 。。 0.4 o.o 。。 0.2 0.9 

14 0.2 0.4 0.3 2.8 -0.4 。。 o.o 0.3 0.2 o.o 0.4 0.3 0.8 

21 0.1 o.o 0.4 1.1 0.6 -07 -0.7 0.4 0.6 0.3 0.5 0.2 0.2 

28 0.5 -0.2 0.1 1.5 0.7 0.9 0.9 0.1 0.7 0.8 0.2 0.1 0.7 

35 0.8 0.6 0.1 0.4 0.0 o.o o.o 0.1 0.7 0.2 0.6 o.o 0.3 

49 0.6 0.4 0.3 。。 0.1 0.5 0.0 0.3 0.1 0.5 

63 0.9 o.o 0.1 0.3 -0.5 -0.8 -0.8 0.6 0.3 0.5 0.2 0.1 
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第7図 a.健常試猷峰脈内へ結核菌煮沸免疫元3.0ccを注射した際の各種臓器及血清の示す対結
核菌±曽容率増強度の時間的推移（第68表参照）
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2. 胃に於ては経口的免疫方法ではか診る免疫を獲

得せしめることが不可能である．

3. 経口免疫方法を以てしては，節に対してか》る

免疫を附与せしめ得ない．また経静脈性免疫方法を以

てしても同じ結果である．肺に対して直接免疫元を附

与することによって，初めて肺の後天性自動免疫を成

立せしめ得るものである．

免疫元が個体に夫｜してP いずれの方法によって附加

されても，それによって免疫体が発生乃至増強される

為には，その与えられた免疫元が免疫細胞（広義の喰

細胞）によってまず綴取消化されなければならないも

のである．

即ち我々が行った免疫方法は経口的とはいうものの

実際は経胃的であったが，注入された免疫元は胃から

十二指腸と順次消化管を下降して行くもの故に，まず

J民初にか》る免疫元の接触するものはp 此等管壁の上

皮細胞層であるが，免疫元はか》る上皮層を経て管墜

に ff.イlーする I) ，義のI~主制ur胞に県rrxm化 3 れてP その結果

~伐休を Jf"／強するのである．従ってか、る免疫元と接

触するに当って量的にも，亦時間的にも大でありまた

最も吸収能力のつよい小腸に於て免疫体の鳩強度が強

6) 1/9 }5 lB ll !!I 10 7 

1. 血清に於ける増強度が5日目に最高に達し， 4.1

である．

2. その他では肝に於て14日目に2.8の増強度を示し

fニ．

3. その他では十二指腸，空腸，姻腸に於てそれぞ

れその7日目に 1.8,1.1及び1.8の猶強度を示したにす

ぎない．

4. 肺に於ても殆どみるべき上昇は立証できなかっ

た．

f 

括

IZ ll/ l/IJ J 

一一 雄~~時日
概見所

全実験結果総括及び考察

以上の全実験を総括して，我々は次の結果を得たの

である．

1. 結核繭免疫元（この際は同菌煮沸免疫元） を経

口的に試獣に投与することによって小腸にまでは局所

に後天的自動免疫を獲得せしめることができるが，盲

/JI，＼，直腸までの免疫は獲得せしめる 4とができなか．

併し，経紅門的免疫方法では直腸の後天的13働免疫を

獲得せしめることができる．
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第7図 b. 健常試獣静脈内へ結核菌煮沸免疫元3.0ccを注射した際の各種臓器及血清の示す対
結核菌増容率増強度の時間的推移（第68表参照）
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7 6J fl ll/ 116 j 5 

－→蛙ね陪日
かったことは，よく理解できる．而もかく投与された

免疫元の一部は結局に於て血行中にも移行するもので

あるから，消化管特に小腸以外の臓器にも或る程度の

後天性自働免疫の成立を招来せしめ得るが，肺にはそ

の血管支配の特殊解剖学的立場に於て経静脈性免疫法

に於けると同じように，経口性免疫方法を以てしては

後天性自働免疫は成立せしめ得ないのである．

また経静脈性免疫法を以てしては，消化管に於てみ

るべき免疫体の培強は無かったが，これは消化管にの

み集中的に免疫元の充分量を附加せしめることが不可

能であることも考えられるし，また元来が消化管隆内

から内容を吸収摂取するようになっている構造的特殊

性によって直ちに管壁喰細胞から摂取されるから経口

免疫法に於てのようにp 著明な免疫体の増強ないし発

生は認めf曇られなかったものであろう．

暫定免疫体の増強度を指標としただけでも，経紅免

疫法によってはp 直腸に於ける免疫体の増強は認めら

れながら，経口免疫法でそれを認め得られなかったこ

とは，免疫元が直腸（盲腸も）まで到達する以前に小

G!Jiに於て処理されてしまうものと考えられる．

胃に於ては免疫元が確実に而も注入全量が接触する

10 l/ )5 //j 28 4ヲ

にも拘らずP 遂に免疫体の増強を認め得なかったが，

これは胃壁の構造が腸管のそれと全く異っていて免疫

元の吸収が不充分であることに帰因するものであろう

結 論

l. 市販結核菌煮沸免疫元を経口的（確実には経胃

的）に個体に投与することにより，その個体の小腸に

於てのみp 結j後菌に対する後天性白働免疫を成立せし

め得る．

2. 併し肺に対してはか〉る免疫方法を以ては不可

昔話である．

3. 経静脈性免疫方法では消化管並に肺には後天性

自働免疫を成立せしめ得ないー
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